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研究成果の概要（和文）：本研究は、英語運用能力を向上させることを目指し、特に受信および発信語彙を強化
するためのデータ駆動型学習ツールの開発を行った。具体的には、教育者と学習者をサポートするために、これ
らのツールと指導法を統合したオンラインのDDL（データ駆動型学習）プラットフォームを無償で提供すること
であった。本研究の助成期間の最終年には、このプラットフォームの開発を完了し、新しい指導モデルを提案し
た。今後の展望としては、実際にこのプラットフォームを使用した学習の効果と問題点を評価し、それを基にプ
ラットフォーム自体と指導・学習モデルのさらなる最適化を進めていく予定である。

研究成果の概要（英文）：This study focused on enhancing English language proficiency, particularly 
through the development of a data-driven learning tool aimed at improving receptive and productive 
vocabulary. The specific objective was to offer an online Data-Driven Learning (DDL) platform that 
integrates these tools with innovative teaching methods, available free of charge to support both 
educators and learners. By the final year of the grant period, the development of this platform was 
completed, and a new teaching model was introduced. Moving forward, the plan is to assess the 
effectiveness and identify any issues with the learning experiences facilitated by this platform. 
Based on these evaluations, further optimizations will be made to both the platform and the 
associated teaching and learning models.

研究分野： 外国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、英語運用能力を強化するためのデータ駆動型学習ツールを開発し、それをオンラインプラットフォー
ムとして提供することで、教育者と学習者の双方に利益をもたらした。さらに、研究の後半では生成AIへと焦点
を移し、この新たな技術を教育分野に応用する方法を模索した。2023年には多数の招待講演を行い、論文を多く
発表し、その中でもオープンアクセス論文は世界的にも多く引用され、学術的にも社会的にも高い影響を与えて
いる。これらの業績は、学問の進展はもちろん、実際の教育現場においても大きな貢献をしている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
20 世紀後半におけるコンピュータの発達により，大規模なコーパス（言語研究のために収集さ
れた電子データの集合体）が開発され，言語研究，および関連分野では大きな変化が起こってい
る。コーパスのデータを利用し，語彙や文法の言語のパターンを帰納的・発見的に学習していく
ことは，データ駆動型学習（data-driven learning: DDL）と呼ばれ，世界的に広まっている。
DDL は，(a) パターンやフォームへの気づきを高める，(b) 語彙や文法の習得とより効果的な指
導，(c) ライティングでのエラー訂正，(d) 自然な英語をより多く目にすることが可能，(e) 学習
者中心の学びを促し，自律的な英語学習が可能になる，というような点において，従来の英語学
習・指導よりも効果的であるとされている。たとえば，DDL の効果をメタ分析で検証した，
Mizumoto and Chujo (2015) や Boulton and Cobb (2017) でも，DDL が従来型の学習・指導
よりも大きな効果をもたらすことが明らかになっている。 
 
コーパスを利用した DDL 指導・実践のためのツールは，近年，多くの開発・適用が進んでいる
が（Cotos, 2014），それぞれのツールの有用性が個別に検証され，学習者や教員の立場で考えて
みると，どのツールを何の目的でどのように使用すればよいのかということがわかりにくい状
況になっている。また，コーパスを利用した DDL 指導・実践のためのツールの開発は，CALL
（Computer Assisted Language Learning）の理論的枠組みのみで評価が行われることが多い
が，本研究課題では，さまざまな関連研究の知見を活用し，指導・学習モデルを構築し，それを
組み込んだ統合型オンライン・プラットフォームを提供することを目的とした。また、そのよう
なリソース利用の指導・実践の目的は，明示的な辞書使用や学習方略指導と同じように，自律的
な学習者を育成することであることを考えても，ユーザー側の視点を抜きにして，ツールの評価
を行うことは不可能である。そのため，学習者と教員がその DDL プラットフォームを利用する
という前提でモデルの提案を行う。その結果をツール開発に還元し，DDL プラットフォームお
よび指導・学習モデルの最適化を目指した。 
 
研究助成期間が始まった 2021 年には、共同研究者の 1 名がオンライン版のコンコ―ダンサーの
開発を行い、2022 年度にもその開発を続けていたが、所属機関と利益相反についての見解に齟
齬が発生し、開発が頓挫してしまった。そのため、2022 年 10 月に公開された ChatGPT を DDL
に組み込むことを視野に入れて、研究を進め、プラットフォームの開発を 2023 年度末までに行
った。 
 
２．研究の目的 
前述の背景から、以下の 3 つのトピックについて詳しく研究を進めた。 
(1) DDL 指導のためにどのような文法項目をフォーカスして指導すべきか？ 

（参考文献 1） 
(2) ChatGPT のような生成 AI はライティングのフィードバックに利用できるのか？ 

（参考文献 2） 
(3) DDL と生成 AI を組み込んだ指導・学習モデルはどのようなものがあり得るか？ 

（参考文献 3） 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究は、日本人英語学習者に特有の文法的誤りを特定することを目的とし、そのためにエ

ラータグ付きの学習者コーパスを利用した。特に、Cambridge Learner Corpus First 
Certificate in English (CLC FCE) データセットを使用し、日本人学習者の典型的な文法誤
りを識別した。これにより、日本の教室環境で DDL を用いた焦点を絞った文法指導のため
のガイドラインを提供することを目指した。 

(2) 本研究では、GPT-3 text-davinci-003 モデルを使用して、ETS の非ネイティブ英語書き言葉
コーパス（TOEFL11）に含まれる 12,100 のエッセイを自動採点し、そのスコアをベンチマ
ークレベルと比較した。また、GPT を使用した自動エッセイ採点（AES）が言語的特徴にど
の程度影響するかも検証した。 

(3) 本研究では、データ駆動型学習（DDL）と生成型 AI（GenAI）の交差点を探求し、特に
ChatGPT のような技術を中心に、言語学習と教育におけるこれらのアプローチの統合方法
を提示することを目的とした。そのために、メタ認知的リソース利用（MRU）フレームワー
クという新しいパラダイムを導入し、このフレームワークは、DDL を言語リソースの広範な
エコシステム内の要素として位置づけている。 

 
４．研究成果 
(1) 研究結果から、名詞、冠詞、前置詞に関連する誤りが日本人英語学習者に共通して見られる

ことが明らかになった。つまり、これらの誤りは、DDL を用いた文法指導で特に注意すべき
3 つの誤りタイプであるといえる。この知見は、DDL を文法指導に利用する際の効果的な対



象エラータイプとして、教員が指導計画を立てる際の重要な指針となる。 
(2) 研究結果から、GPT を使用した自動エッセイ採点（AES）は一定の精度と信頼性を持ち、人

間の評価を有効にサポートできることが示された。さらに、言語的特徴を活用することで採
点の精度を向上させることができることが明らかになった。これらの知見は、ChatGPT のよ
うな AI 言語モデルを AES ツールとして効果的に利用できることを示唆しており、研究と実
践の両方でのライティング評価とフィードバックの方法を革命的に変える可能性を持ってい
ることを明らかにした。 

(3) この研究では、メタ認知の基本原則に基づき、メタ認知的知識とメタ認知的調整という 2 つ
の重要な次元を中心に据えた。メタ認知的リソース利用（MRU）を用いて、DDL と GenAI
の統合を検討した（以下の図）。このフレームワークを通じて、学習者が持つ自己認識、課題
の特性、関連する方略に基づく広範囲のリソース使用を学習者と指導者に提案している。こ
れにより、コーパスから GenAI 技術に至るまで、幅広い言語リソースを活用する方法が示さ
れた。 

 
本研究の助成期間の最終年には、DDL と GPT を統合したプラットフォームの開発を完了し、
無料で公開を行った。今後は、実際にこのプラットフォームを使用した学習の効果と問題点を評
価し、それを基にプラットフォーム自体と指導・学習モデルのさらなる最適化を進めていく予定
である。 
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